
伊 丹 市 上 下 水 道 局 契 約 等 か ら の 暴 力 団 排 除 に 関 す る 要 綱  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 伊 丹 市 暴 力 団 排 除 条 例 （ 平 成 ２ ４ 年 条 例 第 ４  

号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 ６ 条 及 び 第 ８ 条 の 規 定 に 基 づ き ，  

暴 力 団 が 利 す る こ と と な ら な い た め に 講 ず る 措 置 に 関 し ， 必 要 な  

事 項 を 定 め る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お け る 用 語 の 意 義 は ， 条 例 に よ る も の の ほ か ，  

次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 ⑴  暴 力 団 等  条 例 第 ２ 条 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で に 規 定 す る 暴 力  

団 ， 暴 力 団 員 及 び 暴 力 団 密 接 関 係 者 を い う 。  

 ⑵  排 除 措 置  本 要 綱 第 ６ 条 及 び 第 ９ 条 に 規 定 す る 措 置 を い う 。  

（ 暴 力 団 等 に 関 係 す る 照 会 ）  

第 ３ 条  伊 丹 市 上 下 水 道 事 業 管 理 者 （ 以 下 「 管 理 者 」 と い う 。 ） は ，  

必 要 が あ る と 認 め る と き は ， 令 和 ２ 年 ４ 月 １ ０ 日 付 で 兵 庫 県 伊 丹 警  

察 署 長 （ 以 下 「 署 長 」 と い う 。 ） と 交 わ し た 暴 力 団 関 係 情 報 の 取  

扱 い に 関 す る 合 意 書 に 基 づ い て ， 次 に 掲 げ る 者 に 関 し て 暴 力 団 等  

に 該 当 し て い る か ど う か に つ き ， 署 長 に 対 し て 照 会 を 行 う も の と  

す る 。  

 ⑴  伊 丹 市 水 道 事 業 ， 工 業 用 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 契 約 に 関 す  

る 規 程 （ 昭 和 ６ ２ 年 水 管 規 程 第 ３ 号 。 以 下 「 規 程 」 と い う 。 ）  

に お い て 準 用 す る 伊 丹 市 契 約 に 関 す る 規 則 （ 平 成 ３ 年 伊 丹 市 規  

則 第 ３ ７ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） 第 １ ４ 条 に 定 め る 入 札 参  

加 資 格 の 認 定 を 受 け よ う と す る 者 ， 又 は 認 定 を 受 け た 者  

 ⑵  一 般 競 争 入 札 ， 指 名 競 争 入 札 ， 随 意 契 約 又 は せ り 売 り の 方 法  

に よ り ， 伊 丹 市 上 下 水 道 局 （ 以 下 「 上 下 水 道 局 」 と い う 。 ） と  

契 約 の 締 結 を 希 望 す る 者 ， 又 は 締 結 し た 者  

 ⑶  伊 丹 市 上 下 水 道 局 公 有 財 産 規 程 （ 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ３ １ 日 水 管 規

程 第 ５ 号 ） 第 ２ ９ 条 に 規 定 す る 財 産 の 使 用 許 可 を 受 け ， 又 は 受 け

よ う と す る 者  



 ⑷  前 各 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， こ れ ら に 準 ず る 者 と し て 管 理 者 が  

認 め る 者  

２  第 １ 項 の 照 会 を 行 う 際 に 署 長 に 提 供 す る 個 人 情 報 の 取 り 扱 い に  

つ い て は ， 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ５ 年 法 律 第 ５ ７ 号 ）

の 規 定 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 契 約 に 係 る 事 務 等 に お け る 排 除 措 置 の 要 件 ）  

第 ４ 条  前 条 第 １ 項 各 号 に 規 定 す る 契 約 に 係 る 事 務 等 に お け る 排 除  

措 置 の 要 件 は ， 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。  

⑴  前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 が 法 人 等 で あ る 場 合 に あ っ て は ，  

 当 該 法 人 等 に つ い て 暴 力 団 等 が ， 役 員 と し て 又 は 実 質 的 に ， 経  

営 に 関 与 し て い る こ と 。  

 ⑵  前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 が 個 人 又 は 個 人 事 業 者 で あ る 場 合  

  に あ っ て は ， 当 該 個 人 又 は 個 人 事 業 者 が 暴 力 団 等 で あ る こ と 。  

 ⑶  前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 が ， 暴 力 団 等 を ， 相 当 の 責 任 の 地  

  位 に あ る 者 と し て 使 用 し ， 又 は 代 理 人 と し て 選 任 し て い る こ と 。  

 ⑷  次 に 掲 げ る 者 の い ず れ か が ， 自 己 ， 自 己 が 経 営 す る 法 人 等 ，  

  自 己 が 所 属 す る 法 人 等 又 は 第 三 者 の 利 益 を 図 る た め ， 又 は 第 三  

者 に 損 害 を 与 え る た め に ， 暴 力 団 等 の 威 力 を 利 用 し て い る こ と 。  

  ア  前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者  

  イ  前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 が 法 人 等 で あ る 場 合 に あ っ て は ，  

当 該 法 人 等 の 役 員  

  ウ  前 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 に 使 用 さ れ る 者 で あ っ て ， 相 当  

   の 責 任 の 地 位 に あ る 者  

 ⑸  前 号 ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 者 の い ず れ か が ， 暴 力 団 等 に 金 銭  

  的 な 援 助 を 行 い ， そ の 他 経 済 的 な 便 宜 を 図 っ て い る こ と  

 ⑹  第 ４ 号 ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 者 の い ず れ か が ， 暴 力 団 等 に 関  

  す る 事 業 者 で あ る こ と を 知 り な が ら ， 当 該 事 業 者 に 下 請 負 又 は  

再 委 託 を 行 い ， そ の 他 当 該 事 業 者 を 利 用 し て い る こ と 。  

 ⑺  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 第 ４ 号 ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 者  

  の い ず れ か が ， 暴 力 団 等 と 社 会 的 に 非 難 さ れ る べ き 関 係 を 有 し  



て い る こ と  

（ 暴 力 団 等 に 関 係 す る 旨 の 回 答 又 は 通 報 を 受 け た 場 合 ）  

第 ５ 条  管 理 者 は ， 第 ３ 条 第 １ 項 の 照 会 を 行 っ た 後 に 同 項 各 号 に 掲  

 げ る 者 が 第 ４ 条 各 号 に 該 当 す る 内 容 の 回 答 を 署 長 か ら 受 け た 場 合  

は ， 排 除 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 ま た ， 署 長 が 合 意 書 の 規 定 に  

基 づ き 文 書 に よ り ， 前 段 の 内 容 と 同 じ 内 容 を 通 報 し て き た 場 合 も  

同 様 と す る 。  

 （ 契 約 に 係 る 事 務 等 に お け る 排 除 措 置 ）  

第 ６ 条  管 理 者 は ， 前 条 に 規 定 す る 回 答 又 は 通 報 を 受 け た 場 合 に は ，  

次 の 各 号 に 規 定 す る 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

 ⑴  第 ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 認 定 を 受 け よ う と す る 場 合 入 札 参 加 資  

格 に 係 る 認 定 を し な い 旨 の 決 定  

 ⑵  第 ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 認 定 を 受 け て い る 場 合 入 札 参 加 資 格 に  

係 る 認 定 を 取 り 消 す 旨 の 決 定 又 は 指 名 停 止  

 ⑶  第 ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 契 約 の 締 結 を 希 望 す る 場 合 当 該 契 約 を  

締 結 し な い 旨 の 決 定  

 ⑷  第 ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 契 約 を 締 結 し た 場 合 で あ っ て 当 該 契 約  

  の 相 手 方 の 履 行 が ま だ 完 了 し て い な い 場 合 当 該 契 約 の 解 除 及 び  

  契 約 書 に 規 定 す る 措 置  

 ⑸  第 ３ 条 第 １ 項 第 ３ 号 の 使 用 許 可 を 受 け よ う と す る 場 合 行 政 財  

産 の 使 用 を 許 可 し な い 旨 の 決 定  

 ⑹  第 ３ 条 第 １ 項 第 ３ 号 の 使 用 許 可 を 受 け て い る 場 合 行 政 財 産 の  

使 用 許 可 を 取 り 消 す 旨 の 決 定  

 ⑺  そ の 他 暴 力 団 の 不 当 な 影 響 力 を 排 除 す る た め に 有 効 な 措 置  

２  管 理 者 は ， 前 項 の 規 定 に よ る 措 置 に 伴 い ， 排 除 対 象 者 に 損 害 が  

 生 じ て も ， そ の 賠 償 の 責 め を 負 わ な い も の と す る 。  

（ 契 約 の 解 除 ）  

第 ７ 条  前 条 第 １ 項 第 ４ 号 の 措 置 は ， 当 該 契 約 の 条 項 に 次 に 掲 げ る  

 事 項 が 規 定 さ れ て い る 場 合 に 行 う も の と す る 。 た だ し ， 管 理 者 は  

契 約 の 解 除 に 伴 う 社 会 的 価 値 の 損 失 を 防 止 す る 必 要 が あ る 場 合 そ  



の 他 特 別 の 事 情 が あ る と 認 め る 場 合 に は ， 前 条 第 １ 項 第 ４ 号 の 措  

置 を 行 わ な い こ と が で き る 。  

⑴  契 約 の 相 手 が 第 ５ 条 に 規 定 す る 回 答 又 は 通 報 を 受 け た 場 合 に  

は ， 上 下 水 道 局 の 解 除 権 に よ り 契 約 を 解 除 で き る 。  

⑵  契 約 の 相 手 が 第 ５ 条 に 規 定 す る 回 答 又 は 通 報 を 受 け ， 上 下 水  

道 局 が 契 約 を 解 除 し た 場 合 に 上 下 水 道 局 に 損 害 が あ る と き は ，  

そ の 損 害 額 を 上 下 水 道 局 に 賠 償 し な け れ ば な ら な い こ と 。  

（ 共 同 企 業 体 等 へ の 準 用 ）  

第 ８ 条  第 ３ 条 か ら 第 ７ 条 ま で の 規 定 は ， 共 同 企 業 体 に つ い て 準 用  

し ， 共 同 企 業 体 の 構 成 員 の い ず れ か が 排 除 対 象 者 と な っ た と き は ，

当 該 共 同 企 業 体 を 排 除 対 象 者 と す る 。  

（ 排 除 措 置 を 行 っ た 場 合 の 通 知 ）  

第 ９ 条  管 理 者 は ， 排 除 措 置 を 講 ず る と き は ， 排 除 措 置 を 決 定 し た  

 理 由 を 付 し て ， 契 約 等 の 相 手 方 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  管 理 者 は ， 排 除 措 置 を 講 じ た と き は ， そ の 旨 を 署 長 に 通 知 す る  

 も の と す る 。  

３  排 除 措 置 を 撤 回 し た 場 合 の 通 知 に つ い て は ， 前 ２ 項 の 規 定 に 準  

 じ て 行 う も の と す る 。  

４  第 １ 項 及 び 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 通 知 は ， 伊 丹 市 契 約 等 か ら の 暴  

 力 団 排 除 に 関 す る 要 綱 （ 平 成 ２ ４ 年 ５ 月 ２ ６ 日 市 長 決 定 。 ） 第 ９  

条 の 規 定 に よ り 市 長 か ら 通 知 が 行 わ れ た 場 合 は ， こ れ を 省 略 す る  

こ と が で き る 。  

（ 排 除 措 置 の 撤 回 ）  

第 １ ０ 条  排 除 措 置 の 撤 回 は ， 排 除 措 置 の 対 象 者 か ら 管 理 者 に 対 し  

 て の 申 立 て 又 は 第 ５ 条 に 規 定 す る 回 答 ま た は 通 報 に 基 づ い て 行 う  

も の と す る 。  

２  管 理 者 は ， 前 項 の 申 立 て を 行 う も の に 対 し て ， 誓 約 書 を 提 出 す  

 る よ う 要 請 す る も の と す る 。  

３  排 除 措 置 の 撤 回 の 効 力 は ， 遡 及 し な い も の と す る 。  

（ 誓 約 書 の 徴 収 等 ）  



第 １ １ 条  管 理 者 は ， 第 ３ 条 第 １ 項 各 号 に 規 定 す る 者 に 対 し ， 自 己  

 及 び そ の 下 請 負 人 等 が 暴 力 団 等 で な い こ と を そ れ ぞ れ が 表 明 し た  

誓 約 書 を 徴 収 す る も の と す る 。 た だ し ， 管 理 者 が 必 要 で な い と 判  

断 し た 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

２  管 理 者 は ， 第 ３ 条 第 １ 項 各 号 に 規 定 す る 者 が 第 １ 項 に 規 定 す る  

 誓 約 書 を 提 出 し な い と き は ， そ の 相 手 方 と 契 約 等 し な い よ う 取 り  

扱 う も の と す る 。  

（ 上 下 水 道 局 の 契 約 の 相 手 方 等 が 暴 力 団 等 か ら の 不 当 介 入 等 を 受  

け た 場 合 の 対 策 ）  

第 １ ２ 条  管 理 者 は ， 上 下 水 道 局 の 契 約 の 相 手 方 に 対 し て ， 契 約  

の 履 行 に 当 り 暴 力 団 等 か ら 工 事 の 妨 害 そ の 他 の 不 当 な 介 入 又 は 下  

請 に 参 入 さ せ る こ と の 要 求 そ の 他 の 不 当 な 要 求 （ 以 下 「 不 当 介 入  

等 」 と い う 。 ） を 受 け た と き は ， 速 や か に 上 下 水 道 局 へ 報 告 し ，  

か つ ， 警 察 へ の 届 出 を 行 う よ う 指 導 す る も の と す る 。  

２  管 理 者 は ， 上 下 水 道 局 の 契 約 の 相 手 方 に 対 し て ， そ の 下 請 負  

人 又 は 受 託 者 が 暴 力 団 等 か ら 不 当 介 入 等 を 受 け た と き は ， こ れ ら  

当 該 下 請 負 人 又 は 受 託 者 が 速 や か に 局 へ 報 告 し ， か つ ， 警 察 へ の  

届 出 を 行 う こ と が で き る 体 制 を 整 備 す る よ う 指 導 す る も の と す る 。  

３  管 理 者 は ， 上 下 水 道 局 の 契 約 の 相 手 方 又 は そ の 下 請 負 人 若 し  

く は 受 託 者 が 暴 力 団 等 か ら 不 当 介 入 等 を 受 け た こ と に よ っ て 上 下  

水 道 局 の 契 約 の 履 行 遅 滞 そ の 他 債 務 不 履 行 が 発 生 す る お そ れ が あ  

る と 認 め る と き は ， 必 要 に 応 じ て ， 業 務 の 工 程 の 調 整 ， 履 行 期 限  

の 延 長 そ の 他 の 措 置 を 講 じ る も の と す る 。 た だ し ， 前 ２ 項 の 規 定  

に よ る 上 下 水 道 局 へ の 報 告 を 怠 っ た 場 合 そ の 他 の 相 当 な 理 由 が あ  

る 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。   

（ 関 係 機 関 等 と の 連 絡 調 整 等 ）  

第 １ ３ 条  管 理 者 は ， 排 除 措 置 を 講 ず る に 当 た り ， 排 除 対 象 者 及 び  

そ の 関 係 者 か ら の 不 当 介 入 が 予 想 さ れ る と き は ， 必 要 に 応 じ て ，  

警 察 及 び 関 係 機 関 等 に 通 報 し ， 密 接 に 連 携 し て 対 応 す る も の と す  

る 。  



２  第 ３ 条 第 １ 項 の 照 会 に 係 る 事 務 は ， 上 下 水 道 局 経 営 企 画 課 （ 以 下  

「 経 営 企 画 課 」 と い う 。 ） に お い て 行 う も の と す る 。  

３  第 ３ 条 第 １ 項 の 照 会 が 必 要 な 場 合 は ， 担 当 原 課 か ら 経 営 企 画 課 に  

対 し て ， 速 や か に 照 会 依 頼 を 行 う も の と す る 。  

４  経 営 企 画 課 は ， 第 ６ 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ た 場 合 は ，

そ の 旨 を 各 所 属 に 対 し て 速 や か に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

５  各 所 属 の 所 属 長 は ， 各 所 属 が 行 う 契 約 に つ い て 次 に 掲 げ る 対 応  

を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

⑴   前 項 の 規 定 に よ り 経 営 企 画 課 が 周 知 し た 事 項 に つ い て 調 査 ，確

認 及 び そ の 対 応 状 況（ 排 除 措 置 の 内 容 ）等 に つ い て の ，経 営 企 画

課 へ の 速 や か な 報 告  

⑵   経 営 企 画 課 か ら 周 知 さ れ た 排 除 対 象 者 で な い こ と の 確 認  

６  各 所 属 に お い て は ， 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 周 知 事 項 に つ い て ， 所  

属 職 員 が 確 実 に 確 認 で き る 体 制 を 構 築 す る も の と し ， か つ ， 当 該  

周 知 事 項 が 適 切 に 取 り 扱 わ れ る よ う ， 最 大 限 の 注 意 を 払 わ な け れ  

ば な ら な い 。  

（ 契 約 規 則 等 の 優 先 ）  

第 １ ４ 条  前 条 ま で に 定 め る も の の ほ か ， こ の 要 綱 の 規 定 が 規 程 に

お い て 準 用 す る 規 則 そ の 他 の 法 令 又 は 締 結 し た 契 約 の 規 定 に 抵

触 す る 場 合 に は ， 規 則 等 の 規 定 が 優 先 す る 。  

（ 細 則 ）  

第 １ ５ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か ， 必 要 な 事 項 は ， 管 理 者 が  

別 に 定 め る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ４ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 １ ３ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  



こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 令 和 ２ 年 ４ 月 １ ０ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 


